植物公園入園車両等交通誘導業務(単価契約)仕様書

１　業務内容については、次のとおりとする。

　(１)　業務実施日については、別添誘導員配置予定表のとおりとする。なお、雨天等の場合は、人数の変更及び配置の中止となる場合がある。日程に変更が生じた場合は、甲は乙にすみやかに連絡することとする。
　(２)　誘導員の配置場所は別図のとおりとし、誘導員の人数に変動がある場合及び駐車車両の状況により配置を変更する場合は、別途協議するものとする。なお、植物公園敷地外に車が並び、渋滞するなどの緊急時には、植物公園敷地外への誘導員の配置を行うことがある。

　(３)　この委託業務のそれぞれの実施時間は次のとおりとする。業務の実施時間を変更する必要がある場合については、別途協議するものとする。
ア　さくらまつり・みどりの日・開園記念日
実施時間は８時３０分から１５時３０分までとする。（当該実施時間には１時間の休憩時間を含む。）
イ　夜間開園日
実施時間は１５時３０分から２１時３０分までとする。
また、甲が必要と認めたときは、実施時間を延長または短縮できるものとし、委託料の算定方法は「別紙」のとおりとする。

(４)　休憩は、駐車車両の状況に応じて各誘導員が交替で取ることとする。

　(５)　駐車場への車両の誘導の手順は次のとおりとする。

　　　ア　原則として、屋外駐車場へ優先的に誘導し、屋外駐車場が満車になった時点で立体駐車場へ誘導するものとする。立体駐車場の駐車は１階、２階、３階の順とする。
　　　　ただし、来園者が希望する場合は、屋外駐車場が空いている場合においても立体駐車場への駐車を認めることとする。

　　　イ　歩行が困難などの理由で、料金所で許可証を交付された車両は、正面入口付近の身障者用駐車場に誘導する。
　　　ウ　無線をよく聞き、平面駐車場、立体駐車場の駐車可能台数を把握し、混雑時には駐車場に入場する車の台数を制限するなど、適正な車両誘導を行うこと。

２　業務に従事する誘導員（以下「誘導員」という。）は、警備業法の条件を満たす者とする。

３　業務実施に当たっての留意事項

(１)　誘導員は、言動等に注意し入園者等とトラブルを起こさないように十分に留意すること。

(２)　誘導員は、業務に従事する際、乙の指定する制服を着用すること。

(３)　誘導員は、やむを得ず配置場所を離れる時は、本協会係員に報告すること。
４　報告事項等

(１)　乙は、あらかじめ甲に対し、現場責任者及び業務従事者の氏名等を報告するとともに、警備業法上の適格者であることを証する書類を添付すること。現場責任者又は業務従事者に変更があったときも、また同様とする。

　(２)　公益財団法人広島市みどり生きもの協会委託契約約款第７条に定める委託業務実施計画書は、年間計画書とし、契約締結後速やかに提出して、甲の承認を受けなければならない。
　(３)　公益財団法人広島市みどり生きもの協会委託契約約款第１３条に定める委託業務実施報告書は月間報告書とし、翌月の１０日（ただし、３月分については、３月３１日）までに提出して、甲の確認を受けるものとする。
５　その他

本仕様書に疑義があるとき又は定めのない事項については、甲・乙協議して定めるものとする。
「別紙」
ア　業務実施時間を延長する場合
　　　　次により算出した額を１日当たりの単価に加算する。

　　　　(ｱ) 延長２時間までの部分（延長後の業務実施時間が８時間以内）
　　　　　　・１時間単位で延長する場合：下記①により得られた単価×延長する時間数
・１分単位で延長する場合　：下記②により得られた単価×延長する分数

　　　　(ｲ) 延長２時間超の部分
・１時間単位で延長する場合：下記③により得られた単価×延長する時間数
・１分単位で延長する場合　：下記④により得られた単価×延長する分数
イ　業務実施時間を短縮する場合
　次により算出した額を１日当たりの単価から減算する。
・１時間単位で短縮する場合：下記①により得られた単価×短縮する時間数
・１分単位で短縮する場合　：下記②により得られた単価×短縮する分数

　　　　
※　１時間又は１分当たり単価
　　　　【業務実施時間が８時間以内の部分】
　　　　　①　１時間当たりの単価＝１日当たりの単価÷６時間(円未満切捨)
　　　　　②　１分当たりの単価　＝１時間当たりの単価÷６０分(円未満切捨)
　　　　【業務実施時間が８時間を超える部分】
　　　　　③　１時間当たりの単価＝①の単価×１．２５(円未満切捨)
　　　　　④　１分当たりの単価　＝②の単価×１．２５(円未満切捨)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　別　添
委託料の支払方法　植物公園入園車両等交通誘導業務(単価契約)
　
１　委託料の支払いは月毎とし、業務を行った月の月末までの誘導員の出勤
回数（のべ）に契約単価を乗して算出した金額を乙に支払うこととする。
２　委託料は、業務実施報告書の承認後、乙の請求に基づきこれを支払う｡
３　委託料の支払の時期は、受注者から請求のあった日から３０日以内とする。
４　発注者は口座振替の方法により支払いを行う場合においては、請求金額か
　ら振込手数料を差し引いて、受注者に支払うのもとする。

　

